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日
本
傍
働
者
の
同
盟
罷
業
は
今
日
わ
ら
日
ル
る
と
所
静
岡
附
川

川
油
業
仲
山
只
人
の
無
謀
無
耽
な
る
一
煽
動
の
斜
め
に
滋
ら
れ
な

る
形
践
が
隠
然
ー
と
現
れ
て
ゐ
る
。
秩
序
家
乱
の
界
名
の
下

一
に
米
剛
警
変
の
子
に
逮
捕
せ
ら
れ
、
次
で
十
ヶ
月
の
桃
川
鋼

一
之
三
百
弗
の
罰
金
に
蕗
せ
ら
れ
校
日
布
時
事
新
報
記
者
牧

…
野
根
来
相
賀
田
坂
の
間
記
者
の
言
動
は
明
わ
に
白
己
の
新

日
例
日
て
機
関
職
工
一
服
n

仕
組
合
の
総
泌
ダ
ン
タ
ー
は
倫
敦
に
一
間
紙
を
好
筒
の
誠
器
と
し
、
七
高
の
邦
人
を
後
援
と
し
ぐ

於
け
る
各
職
傍
働
者
仁
川
刈
し
て
岡
賢
総
工
を
唱
滋
し
て
俗

γ無
智
の
航
労
働
者
を
煽
動
し
、
殊
一
見
に
裕
和
の
手
段
を
来
て

ま
な
わ
っ
北
彼
の
ジ
オ
i
夕
、
ポ
l
タ
ー
を
熱
賎
し
、
っ
彼
…
て
不
様
の
壊
に
出
で
ん
と
し
た
一
似
が
あ
ゐ
o

一
千
八
百
六

(ポ
i
タ
l
)
は
同
盟
四
郎
工
の
助
勢
者
滋
峻
者
と
匁
っ
た
。
一
十
六
年
の
一
反
英
間
人
士
を
謎
ふ
た
1
1

つ
紙
切
働
岡
慨
に
測
す
る

彼
除
同
班
出
工
以
外
に
何
事
を
唱
考
慮
せ
歩
、
叉
何
仙
寺
の
…
恐
怖
し
が
新
に
…
千
九
百
O
九
年
布
陣
~
れ
や
一
品
の
住
民
を
魅

定
臓
に
る
従
事
し
て
活
ら
ぬ
。
同
蹴
間
関
工
綜
彼
が
日
常
食
…
せ
ん
之
ず
る
に
一
金
つ
食
の
唱
亦
彼
等
-
不
謹
慎
無
責
任
な
る

料
?
と
す
る
刻
刻
tc乾
酷
で
あ
る
o

二
一
一
日
に
し
三
詳
し
去
れ
一
一
部
の
指
m
伴
者
等
炉
開
仰
に
蹄
せ
ぎ
る
を
得
ま
い
仏
!

ば
彼
は
同
盟
罷
工
の
仲
良
，
で
あ
る
o

而
し
て
彼
は
其
機
関
一
布
陸
島
に
於
け
る
最
号
緊
切
な
る
以
労
働
問
題
は
州
労
働
者

紙
「
後
蜂
協
し
を
利
用
し
て
在
ゆ
る
悲
惨
な
ふ
紛
容
に
其
鼻
一
数
の
稀
少
な
る
一
事
で
あ
る
o

昭
島
土
器
の
人
民
は
必
磁
波

端
そ
突
を
入
る
る
の
で
あ
る
し
と
叫
ん
だ
o
淘
に
献
労
働
懇
効
一
な
る
割
合
&
以
て
減
少
す
る
の
勢
を
示
し
て
ゐ
る
o

一
千

に
際
し
て
総
野
の
必
要
と
潟
す
可
営
郊
の
は
隙
霊
籾
必
に
七
百
七
十
九
年
キ
ャ
プ
テ
ン
、
.
グ
ヅ
グ
は
同
島
の
住
民
を

し
て
且
つ
責
任
あ
る
指
揮
ね
滋
/
で
あ
る
o

本
年
夏
布
睦
品
積
算
し
て
四
十
商
人
と
宥
倣
し
て
ゐ
る
が
、

ζ

れ
は
総
仁

エ
リ
、
ヮ
ィ
サ
ア
ル
ワ
及
ぴ
カ
ウ
ワ
リ
砂
粉
耕
地
仁
起
つ
大
不
思
議
な
る
珍
客
、
火
を
呼
吸
し
贈
を
吐
く
幾
多
の
紳
々

轡

長平

O
お
昨
日
代
於
け
る
日
本
航
労
働
者

高
橋
誠

b
r
h
A
V
 

E

園周智・・・・・
凸民

日長

詩

同
丸
}
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を
凡
ん
と
海
洋
仁
来
集
し
た
多
数
の
民
衆
の
匁
め
仁
川
以
ら
日
本
人
は
従
来
最
唱
低
阪
な
る
労
働
を
布
院
耕
主
等
ド
ド

れ
北
対
も
の
で
あ
る
。
瓦
に
内
紛
な
見
積
に
擦
る
と
接
見
常
給
供
し
来
つ
、
衣
替
の
で
あ
る
。
第
一
仁
務
民
渡
航
の
技
用

時
の
人
口
を
三
十
時
人
と
撚
算
し
て
ゐ
る
。
然
ゐ
に
一
千
〈
政
荷
殉
芳
人
諾
成
人
濁
逃
人
支
那
人
南
洋
人
の
就
れ
よ
J

り

八
百
二
十
一
二
年
布
敬
仰
の
報
告
仁
一
様
ゐ

ι人
口
は
係
に
十
…
も
低
廉
で
ゐ
ふ
。
第
二
じ
食
料
を
刃
引
い
合
め
大
平
均
賃
卒
は

凶
前
二
千
と
計
上
せ
ら
れ
、
次
で
一
千
八
百
三
十
二
年
の
…
結
成
人
営
除
い
て
は
最
少
額
で
ゐ
る
。
而
し
て
第
三
C
生

第
一
同
附
勢
調
査
の
結
果
綜
十
一
二
兆
O
三
百
十
一
二
人
と
必
…
活
授
の
紡
に
於
て
宅
亦
南
洋
人
を
例
外
と
し
て
議
活
低
成

よ
リ
、
凶
年
以
後
-
に
行
、
は
れ
花
る
第
二
同
問
勢
調
査
仁
川
μ
一
氏
…
で
あ
る
0
(

以
上
は
少
し
く
古
い
が
一
千
八
百
八
十
六
年
、
ボ

に
減
b
て
十
部
八
千
必
百
七
十
九
人
1

乙
討
せ
ら
れ
、
一
千
…

i
ド
、
オ
ブ
、
イ
ミ
グ
レ
}
ジ
ヨ
シ
の
報
告
中
に
表
れ
、
党
総

八
百
五
十
年
の
第
三
同
断
勢
調
査
一
に
は
叉
々
降
っ
て
八
前
向
一
算
に
披
つ
花
替
の
で
あ
る
な
日
本
持
働
者
が
陸
縦
三
し
て

間
千
百
六
十
五
人
佐
渡
し
て
ぬ
る
。
一
而
し
て
土
着
人
民
誠
一
布
位
仁
流
れ
乙
ん
、
だ
の
は
首
と
し
て
此
理
由
に
基
く
唱
の

少
の
趨
勢
は
術
後
永
く
持
織
し
一
千
九
百
年
の
凶
勢
調
査
一
，
で
あ
る
ο

ぃ
ド
以
僅
仁
二
兆
九
千
右
百
九
十
九
人
仁
減
少
し
て
ゐ
る
。
一
然
し
な
が
ら
一
見
頗
る
低
成
な
る
が
如
を
日
本
労
働
者

如
何
に
し
て
斯
く
の
如
を
傍
働
の
稀
少
を
補
充
す
る
乙
と
、
一
は
時
に
甚
だ
高
伎
を
疋
主
等
に
文
挑
は
し
り
る
に
五
ゐ
の

を
得
ふ
か
。
恐
れ
貨
に
一
千
八
百
五
十
年
の
廿
よ
ら
今
日
一
で
あ
る
。
同
脱
出
業
に
基
く
失
史
拡

-mも
是
で
あ
る
。
無

仁
資
ゐ
ま
で
等
し
く
布
陸
匁
政
官
並
仁
耕
主
等
k
憂
慮
せ
…
相
官
斜
路
e

仁
し
て
且
つ
艇
符
な
る
日
本
移
民
は
最
も
続
行
性

し
め
つ
、
、
あ
る
問
題
f

で
あ
ふ
。
部
有
人
い
炉
支
猟
人
hv
日
本
の
同
附
脱
出
業
熱
に
催
''h
ノ
易
い
傾
向
を
有
し
〈
必
る
。
…
千

人
か
ポ
!
ト
リ
ゴ
人
L
P
W
川
北
叉
総
百
由
人
わ
彼
等
は
常
仁
九
百
年
の
合
衆
閥
傍
働
委
員
舎
の
調
査
に
操
る
tι

二
十
二

円
以
が
も
傍
働
の
山
引
用
少
を
傍
働
者
を
世
界
の
谷
地
に
求
め
つ
の
同
盟
罷
業
中
二
十
は
日
本
移
民
に
山
っ
て
行
は
れ
い
北
も

h
B

ゐ

る

の

で

あ

る

。

の

で

あ

る

と

一

再

ふ

。

…

ヶ

月

十

お

弗

五

十

仙

の

紙

切

銀

を

引

. 
.' :/:..麓グI ~ 

上
げ
て
二
十
六
弗
と
潟
す
可
し
ー
に
わ
、
白
人
の
段
督
に
挽
帝
閥
ホ
テ
レ
に
吾
、
が
外
務
省
移
民
課
長
税
一
線
m
ん
と
合
見
し

ゆ
る
に
日
本
人
ぞ
以
て
す
可
し
と
か
、
勝
北
叉
休
日
の
努
目
下
布
陛
仁
於
け
る
傍
働
者
の
不
足
以
持
事
業
を
泌
b
〈

働
を
燦
止
す
可
し
と
一
五
ふ
が
如
念
諸
般
の
要
求
は
勃
れ
が
も
大
凡
二
部
人
に
及
伏
、
業
讐
/
ん
を
補
は
ん
が
鴻
め
に
普
く

同
盟
罷
業
の
瓜
凶
1

乙
匁
つ
北
唱
の
で
あ
る
o

品
以
一
初
叶
い
弊
働
一
諸
外
闘
に
務
泌
を
募
集
す
る
の
方
針
で
あ
る
と
談
っ
て
ぬ

.
フ
ラ
ン
タ

J

浦
山
戸
川
州
知
滑
に
綬
勢
，
ア
め
つ
北
ペ
州
側
て
雇
主
等
拡
耕
主

γbo
創
も
彼
は
本
年
レ
心
月
滋
倣
西
比
利
血
に
入
ム
ノ
先
づ
蛤

組
合
の
組
織
仁
一
掠
っ
て
克
く
傍
働
者
と
針
抗
し
同
一
率
一
爾
賓
附
近
仁
て
二
万
五
十
名
の
移
民
わ
を
募
集
し
、
瓦
仁
切

の
賃
銀
を
約
定
す
'
る
に
至
つ
犬
。
仰
に
砂
川
駅
凶
主
等
は
一
…
恭
三
月
ま
で
に
可
及
的
多
数
の
移
民
を
布
陛
に
輸
入
せ
ん

般
の
工
場
主
に
比
し
て
迩
仁
一
誕
伎
東
労
働
者
の
協
業
を
愛
一
と
し
て
再
び
商
比
利
亜
仁
川
沿
く
の
絵
に
在
る
宅
の
で
あ

恨
ず
る
特
殊
の
事
情
を
有
し
て
ゐ
る
o

総
て
廿
肢
は
英
正
…
る
。

仁
成
熟
し
北
時
に
直
ち
に
刈
よ
り
採
ら
な
け
れ
ば
設
は
水
気
…
布
陣
高
に
於
け
る
人
積
的
競
争
拡
終
米
銭
々
激
誌
を
加

が
・
無
く
な
っ
て
宛
名
木
の
様
仁
一
筋
っ
て
し
ま
ふ
o
加
之
、
一
…
ヘ
来
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
o
七
両
の
同
胞
は
献
に
這
般
の
獄

皮
刈
h
採
っ

E
u撚
拡
三
日
以
内
仁
本
に
掛
け
な
け
れ
ば
一
宇
坊
叫
に
立
っ
て
誠
変
動
勉
以
て
同
県
正
の
成
功
を
事
り
得

政
敗
し
て
議
電
使
用
に
堪
え
診
る
も
の

E
潟
っ
て
し
ま
う
一
る
乙
と
を
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
布
時
事
新
報
記
者

数
時
間
の
選
魁
は
数
千
弗
の
損
耗
J
衡
化
ず
る
の
で
あ
る
。
一
の
企
輩
し
、
北
布
性
中
島
の
諸
問
題
に
闘
す
る
文
問
機
を
米
凶

賊
労
働
者
は
常
に
此
機
に
飛
b
て
雇
主
に
治
b
白
己
の
要
求
一
人
よ
r
り
奪
っ
て
日
本
人
の
子
に
務
コ
ん
止
す
る
筏
誌
の
如

を
貫
徹
せ
し
め
ん
と
し
つ
1
h

あ
み
の
で
あ
る
o

斯
く
て
日
一
を
は
、

3
ら
で
唱
布
陛
の
東
洋
化
日
本
ル
加
を
長
怖
し
つ
h

本
務
民
の
提
供
せ
る
蚊
労
働
は
往
々
に
し
て
最
も
~
口
同
僚
な
る
あ
る
白
人
の
頭
脳
仁
一
真
仁
深
甚
な
る
排
日
の
印
象
を
刻
す

傍
働
大
ら
含
る
を
得
な
い
の
マ
あ
る
o

る
所
以
で
ゐ
る
o

岡
島
在
住
の
日
本
勢
働
者
は
共
傍
働
組

先
日
布
限
移
民
官
、
花
る
知
事
代
迎
ア
VJ

キ
シ
ソ
シ
氏
は
合
的
組
動
に
際
し
て
頗
る
制
限
重
な
る
総
皮
を
保
持
す
る
止

、.

G'l 
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が
必
要
で
あ
る
。
殊
に
新
聞
紙
の
煽
動
に
由
っ
て
駿
娘
宵
胤
械
工
業
に
加
ふ
可
き
が
の
鮎
に
存
ず
る
の
で
あ
る
0

寸
紳
は

動
ず
る
の
一
事
は
最
宅
深
く
眠
、
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ヅ
人
々
の
必
胞
に
探
く
快

74の
戚
情
を
椛
付
け
文
。
而
し
て

ル
グ
ネ
ブ
の
澗
つ
大
如
く
乎
の
青
r

日
い
本
命
家
煽
動
家
と
杭
戚
情
を
紡
足
せ
し
む
る
に
必
要
不
可
快
の
乎
段
と
し
て

県
く
日
に
戯
け
セ
M
労
働
者
と
の
利
山
早
川
は
会
然
淡
交
渉
た
る
…
長
人
に
傍
働
す
る

E
を
毅
伐
花
。
一
仰
は
M
労
働
す
る
の
椛
利

可
を
が
も
の
で
あ
ふ
O

出
刊
に
砂
齢
制
耕
地
に
勢
作
し
つ
L
あ
る
…
を
以
て
あ
る
ゆ
る

λ
類
の
財
産
ー
し
し
て
永
認
し
な
。
而
し

不
精
練
州
労
働
者
の
み
な
ら
安
、
布
時
一
島
に
於
け
る
三
百
九
一
て
と
れ
と
そ
授
に
最
が
も
古
く
最
唱
綿
密
に
且
つ
り
淑
宅
永
世

十
九
人
の
鍛
冶
職
中
の
一
百
O
一
一
一
人
、
一
千
九
百
五
十
五
二
不
滅
な
る
人
類
の
財
産
允
る
可
を
唱
の
で
あ
る
し
(
チ
ユ
ル

人
の
大
工
職
中
の
六
百
聞
十
九
人
、
一
一
一
百
八
十
一
一
一
人
の
女
一
ゴ
!
)
と
の
前
提
か
ら
出
援
し
て
泣
個
人
類
本
来
の
純
利

裁
縫
附
中
の
二
百
O
必
人
を
占
め
つ
1
h

あ
る
日
本
人
-
紘
一
悠
…
を
危
く
す
る
諸
拘
束
を
撤
厳
し
帥
労
働
者
を
し
て
最
宅
自
由

主
氾
ら
歩
、
語
る
兇
恭
な
る
手
段
仁
一
跡
ふ
る
乙
と
な
く
し
一
に
其
献
労
働
bn}
提
供
す
る
E
ら
を
得
せ
し
め
、
枇
労
働
以
外
の
商

て
俊
に
勝
利
か
獲
得
し
得
る
乙
と
を
古
人
は
信
b
て
疑
は
…
品
資
質
の
際
仁
川
氏
子
と
賀
子
と
の
問
に
存
ず
る
が
'
却
を
梨

、
け
る
者
で
あ
る
o

j

、

，

~

約

自

由

の

制

度

を

州

労

働

契

約

に

於

て

活

亦

設

定

し

、

一

初

法
規
叉
は
市
政
官
の
干
渉
段
替
を
撤
践
す
可
し
I
C
孟
」
娘
、
せ

る
自
由
放
任
の
皐
設
が
勝
利
を
占
め
て
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス

の
所
溺
「
共
俊
子
の
カ
最
と
効
利
秘
の
外
仰
維
の
府
側
、
ど
弘
山
仰

せ
か
」
る
し
枇
労
働
表
依
す
の
寸
月
以
川
市
渦
加
古
に
し
て
犯
す
可
p
り
診

る
財
産
し
を
自
由
に
使
用
牧
読
す
る
と
と
を
い
然
、
色
、
党
彼
の

徒
第
依
例
は
絞
に
廃
止
せ
ら
れ
、
問
家
は
民
民
の
労
働
関

係
仁
符
啄
す
可
を
H

も
の
に
み
ら
、
?
と
の
則
論
が
泌
徐
上
永

、ぷ醸:

コAiJ
易
会
薬
と
力
子
工

f
¥
一一
i
I
考
古
ー
も

-zFノ

JdH
共
生
刷

及
び
女
工

工
場
法
制
定
の
可
否
如
何
を
論
争
す
る
は
十
九
世
組
初

葉
の
乙

ι，
で
あ
る
、
二
十
世
紀
の
今
日
、
問
題
と
潟
b
て

残
る
所
の
唱
の
は
'
如
何
な
る
諜
皮
、
.2
寸
法
律
的
干
渉
を
工

， 
~ ，_." -I _.・J・

認
せ
ら
れ
て
自
由
放
任
惇
氷
山
世
不
畿
の
大
口
県
理
の
如
く
仁
惟
ふ
。

思
惟
?
っ
れ
北
十
九
社
犯
の
瞥
初
に
於
て
斯
皐
試
の
枝
淑
ん
そ
傍
働
仁
闘
す
る
法
規
を
立
r
笠
y
る
者
は
必
・
ポ
ノ
其
校

地
と
し
て
凡
る
一
円
を
英
闘
に
・
は
伐
に
業
に
新
な
る
法
規
+γ
一
本
の
原
則
と
し
て
英
闘
に
於
け
る
一
千
八
百
七
十
六
年
一
…
/

以
て
砂
働
関
係
を
制
規
す
る
の
必
裂
を
生
b
た
の
で
あ
る
一
月
十
日
の
官
態
委
員
舎
の
抑
制
告
を
採
用
す
可
営
唱
の
で
あ

仰
九
時
代
の
諜
求
は
初
代
サ

1
1
ロ
バ

i
ト、
γ

i
ル
を
し
…
る
o

日
く
寸
法
律
は
単
に
児
童
、
・
未
成
年
a

者
並
に
品
川
人
の
利

て
一
千
八
百
O
二
年
工
坊
内
・
に
伎
役
せ
ら
り
心
、
寺
院
徒
弟
…
識
を
保
謎
せ
ん
が
匁
め
に
勢
働
関
係
に
干
渉
す
る
の
み
、

を
保
控
y
る
を
目
的
と
せ
る
絵
律
楽
を
議
合
仁
提
出
せ
し
一
是
れ
荒
し
彼
等
が
自
ら
劫
く
る
と
と
を
得
合
る
が
潟
め
で

ひ
る
に
盗
っ
た
。
而
し
て
英
倒
に
於
て
は
一
千
八
百
十
五
一
あ
る
。
成
年
男
工
は
交
際
上
充
分
に
自
己
の
カ
を
利
用
し

年
以
来
三
十
有
俄
年
間
長
く
結
ん
で
解
け
な
か
っ
セ
企
業
…
て
誕
地
位
を
改
善
し
得
る
の
で
あ
る
o

殊
に
傍
働
時
間
短

家
野
持
働
者
、
マ
シ
チ
ぷ
ス
タ
}
感
仮
調
…
枇
命
日
改
良
論
…
紛
の
如
を
は
優
に
其
白
助
的
組
合
の
カ
を
以
て
成
就
し
得

者
間
の
争
議
の
結
附
端
、
工
場
扶
制
定
の
紹
封
的
必
要
は
一
る
所
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
お
し
成
年
男
工
仁
し
て
自
己

紛
く
一
波
人
士
の
泳
認
す
る
所
と
匁
'
夕
、
現
今
に
夜
I

り
て
一
の
カ
を
以
て
自
己
の
地
位
を
改
善
す
る
と
と
を
得
る
の
み

は
何
人
と
雌
宅
一
千
九
百
O
一
年
の
現
行
践
を
殿
止
せ
ん
…
な

E
Y、
支
に
呉
儀
力
を
以
て
同
業
に
従
事
せ
る
品
川
人
工

乙
と
を
希
・
認
す
る
者
は
浅
い
の
で
あ
る
o

若
し
同
法
を
喜
…
及
び
幼
年
工
の
一
境
滋
を
電
併
せ
て
改
善
す
る
を
得
る
な
ち

ば
か
』
る
も
の
あ
よ
り
と
す
れ
ば
、
そ
は
必
ホ
J

同
法
の
規
定
を
…
ば
、
絵
律
は
み
一
然
傍
働
関
係
に
干
渉
す
る
を
燦
す
る
に
笠

以
て
未
だ
嫌
ら
ホ
J

と
潟
し
廷
に
ζ

れ
を
補
訂
改
圧
せ
ん
乙
一
る
可
を
で
あ
る
。
斯
く
て
這
般
の
工
業
仁
在
つ
て
は
枇
労
働

止
を
期
待
す
る
論
者
で
あ
る
o

苦
闘
に
於
て
宅
普
く
大
工
者
階
級
は
偏
に
其
労
働
依
件
の
改
諮
を
成
年
前
刀
工
の
白
助

場
制
の
工
業
会
閣
に
樹
玄
せ
ら
れ
大
る
今
日
、
工
場
法
の
に
委
せ
ら
る
る
じ
し
と
鋳
る
の
で
あ
る
し
と
。
邸
中
り
之
に
依
れ

ω
制
定
を
不
必
要
之
絡
す
の
論
者
以
恐
ら
く
稀
有
の
ζ

と
と
ば
捺
働
じ
閥
ず
る
絵
鋭
拡
忠
仁
傍
働
省
聞
の
自
助
的
組
令

"~: 

評

悶
九
五



一・ ー一

、 l人:

II&' 

静

同
九
六

J
m
b
H
)
補
充
す
る
の
効
力
を
有
す
る
じ
過
ぎ
公
る
替
の
で
あ
る
斜
め
/
で
あ
る
Q

A
ブ
同
一
公
表
せ
ら
れ
た
る
工
場
設
案
に
就
い

持
働
組
令
が
光
会
な
る
後
述
を
業
げ
得
北
る
附
家
に
肘
い
て
制
似
る
に
以
上
三
樹
の
傍
働
者
仁
謝
す
る
規
定
は
鈴
b
に

の
川
間
件
以
は
具
必
要
を
凡
な
い
。
工
場
絵
規
は
決
し
て
人
格
寛
大
に
失
せ
る
乙
と
ま
痛
明
仁
成
、
下
J

る
の
で
あ
る
。
例
へ

の
自
由
を
減
殺
す
る
唱
の
に
非
一
歩
し
て
、
税
桜
的
仁
同
法
〉
ば
最
低
傍
働
年
紛
の
v

加
を
之
を
十
歳
lc・
定
め
た
る
は
奇
閥

池
用
純
凶
内
に
於
け
る
以
労
働
者
の
個
人
的
自
由
放
に
綴
燐
一
の
現
状
放
に
諸
外
闘
の
立
法
例
に
服
し
て
到
底
流
日
人
の
賛

的
制
立
公
増
治
せ
し
む
ゐ
を
以
て
目
的
主
倣
す
が
も
の
で
在
…
成
す
る
ζ

と
能
は
含
る
所
で
あ
る
。
満
十
歳
子
一
以
て
最
低

イ
シ
ヂ
グ
イ
少
ユ

ytyバ
ア

グ

一

一

ン

グ

』

る
。
自
由
競
争

ω
下
に
於
け
る
側
人
契
約
の
弊
を
矯
圧
し
一
紙
切
働
年
齢
と
倣
す
も
の
は
獅
t
り
西
成
牙
及
ば
向
牙
利
等
に

て
自
助
町
制
令
の
効
力
&
補
足
す
る
わ
ι
以
て
弐
主
限
よ
し
倣
一
止
ま
目
。
英
闘
の
十
一
歳
初
逃
の
十
三
歳
、
規
太
一
利
及
び
瑞

す
の
，
〈
じ
み
る
。
ナ
ヅ
ソ
!
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
セ
ニ
オ
ア
や
ジ
一
酉
の
十
四
歳
&
異
例
と
し
て
多
く
は
十
二
歳
を
限
っ
て
ゐ

ヨ
y
、
プ
ブ
イ
ト
の
議
論
、
が
祉
合
宮
支
配
し
た
時
代
は
航
…
み
。
加
之
該
年
阪
を
起
へ
た
み
者
に
濁
し
て
も
一
定
の
敬

仁

溶

く

去

っ

大

。

一

背

反

ぴ

健

康

の

鐙

明

を

必

要

と

す

る

の

規

定

が

設

け

ら

れ

工
場
訟
を
以
て
特
別
の
保
綾
子
~
加
ふ
る
を
必
袈
止
す
る
…
て
、
絡
調
に
傍
働
に
従
事
せ
し
り
る
乙
之
を
許
ず
は
英
古

点
。
以
前
L

か
ま
で
唱
な
く
幼
年
ヤ
l

ム少伍
E
T
-
-

友
ば
婦
人
工
で
あ
…
利
に
て
は
十
六
歳
、
濁
逃
一
は
十
阿
保
腕
一
向
し
て
倣
凶
仁
て
は

j

ゐ
。
彼
等
を
特
に
保
殺
す
る
の
魁
百
は
官
に
前
二
者
が
身
…
十
三
歳
と
限
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
防
法
案
第
二
依
は
蛍
仁

慌
の
後
育
期
に
在
ふ
と
後
者
が
次
期
の
閥
民
に
母
北
る
可
一
吾
闘
に
於
け
る
義
務
数
育
年
限
I
ζ

濁
比
し
て
是
非
t
乙
《
改

を
特
殊
の
件
貨
を
有
ず
る
が
治
め
の
み
で
は
な
く
、
彼
等
こ
止
γ
ど
架
す
る
紡
で
あ
る
。

は
一
般
に
成
年
川
刀
工
に
比
し
労
働
組
合
北
ハ
締
純
令
消
費
組
そ
は
兎

g
角
止
し
て
今
向
の
工
場
絵
案
最
大
の
紋
知
と

合
共
他
種
々
な
る
自
助
的
手
段
に
由
っ
て
自
己
の
労
働
係
者
倣
ず
可
を
は
同
法
漉
用
の
続
問
を
大
工
場
に
限
1

り
所
『
消

件
反
技
生
活
欣
訟
を
改
慈
し
得
る
の
見
込
が
極
め
て
少
い
ス
ク
ω
ノ
チ
シ
グ
、
ジ
ス
テ
ム
の
稀
有
る
家
内
工
業
に
趨
用

還
請
理
母
諸
説
組
関
関
関
悶
悶
悶
悶
財
閥
例
刻
問
問
制
舗
悶
鋼
踏
割
問
制
調
悶
悶
外
投
引
詩
持
閣
時
樹
樹
踊
悶
悶
諮
問
問
悶
悶
鵠
悶
悶
悶
劇
樹
調
間
関
結
問
劉
斜
関
討
叫
剖
訪
問
組
税
関
問
問
問
結
縄
問
摺
舗

1&襲
警
立

要
E
C
潟
る
が
も
の
で
あ
る
o

せ
ら
れ
ぎ
る
乙
と
是
れ
で
あ
る
O

判
官
て
ど
ア
ト
リ
ー
ス
、

の
ノ
品

y
プ
夫
人
が
論
及
し
柁
如
く
姉
人
工
の
昇
、
の
敵
手
セ

る
者
肱
精
練
な
け
心
m刀
工
に
あ
ら
み
少
し
て
、
い
任
意
に
家
内
及

ば
仕
事
坊
に
て
労
作
ず
る
不
粉
線
な
る
姉
人
傍
働
必
引
で
あ
一
小
山
内
燕
ー
に
い
ふ
青
年
女
略
者
よ
し
市
川
左
閥
次
と
い
あ

る
。
向
に
「
工
場
川
訟
を
有
効
に
家
内
工
場
に
路
用
ず
る
の
一
一
青
年
俳
僚
と
が
寸
一
刻
・

1xbJ-港
口
県
に
活
を
て
見
食
い
し
と

事
含
閑
却
し
、
花
ふ
は
明
仁
川
抑
人
持
働
者
の
需
要
を
制
限
し
…
の
若
い
v
心
の
衝
動
?
り
殺
生
し
た
自
由
劇
場
は
第
一
同
の

つ
}
め
る
所
以
，
で
あ
る
し
。
工
場
絡
は
だ
個
同
性
の
競
争
者
一
試
み
と
し
て
滋
日
へ
ン
リ
ツ
グ
、
イ
プ
セ
ン
の
つ
ジ
ョ
ン
、

に
到
し
濁
立
専
業
的
の
女
工
を
保
践
す
る
を
要
す
る
の
で
…
が
プ
リ
エ
ル
、
ボ
ル
グ

γ
ン
し
を
開
演
し
な
。

あ
る
。
工
場
法
仁
由
っ
て
傍
働
を
制
限
せ
ら
れ
、
若
し
く
…
有
慌
に
諮
へ
ば
五
日
人
は
如
何
な
る
眼
E
以
て
'
如
何
な
る

は
絶
鈎
に
禁
止
廿
ら
れ
北
幼
年
工
及
ば
女
工
は
所
制
ズ
内
ノ
三
外
伝
以
て
如
何
な
る
制
限
艇
を
以
て
イ
プ
セ
シ
劇
に
剥
す
可

y
タ
!
の
成
口
に
落
つ
る
の
危
険
に
瀕
し
て
ゐ
る
。
何
等
一
ー
を
か
&
知
ら
ぬ
。
九
日
人
は
初
め
坑
犬
の
子
と
生
れ
、
幼
少

法
規
の
拘
束
な
く
自
由
に
「
紳
の
胤
ハ
ヘ
士
会
時
聞
か
一
感
げ
一
の
際
仁
一
鎖
山
に
於
け
る
金
泌
が
時
間
…
…
…
な
ゐ
土
中
の
幽
凶
か

て
し
自
己
の
綴
室
仁
川
ザ
作
ず
る
貧
鉱
婦
、

3
て
は
幼
少
の
…
ち
線
放
叫
に
ら
れ
て
日
の
光
に
浴
す
る
に
と
そ
仰
旬
、
花
倣
換
を

臼
女
と
共
仁
冷
か
じ
蹴
践
に
孜
々
と
し
て
陣
ど
れ
の
犬
の
袋
一
一
献
ふ
母
子
L

問
を
川
平
く
よ
I

り
し
て
野
と
い
は
・
下
山
と
い
は

鋭
を
補
足
せ
ん
l
L
手
間
仕
事
に
俄
念
な
ぎ
妻
女
の
勤
傍
は
…
歩
森
と
い
は
安
治
く
世
界
の
秘
減
し
て
ゐ
る
震
の
全
部
を

悉
く
残
必
な
る
前
袋
入
叉
は
仲
受
人
の
私
肢
を
肥
す
仁
終
一
世
ト
ド
出
3
ん
と
の
一
歩
却
に
憐
慣
れ
て
居
つ
北
ジ
ヨ
y
、
が

る
の
で
あ
る
。
此
磁
の
婦
人
及
び
幼
年
の
傍
働
仁
封
ず
る
プ
リ
エ
ル
、
ボ
ル
グ
マ
ン
共
人
を
樹
台
く
税
b
大
。
彼
は

制
規
鉱
工
場
訟
を
以
て
大
工
場
に
使
役
せ
ら
る
可
を
者
の
深
い
/
、
地
の
底
に
料
放
を
叫
ん
点
宮
の
勝
宏
喰
だ
一
人
間

引
年
齢
及
び
川
労
働
時
間
に
制
限
配
附
す
る
と
共
に
絡
部
に
必
な
俗
文
t

り
止
の
戚
を
，
有
し
て
ゐ
食
υ

彼
け
い
抗
告
閣
の
官
仏
会

四
九
七

。
イ
プ
セ

ン
劇
の
誠
一
挺

官F
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時

時

均
闘
の
総
力
を
自
己
の
堂
中
に
牧
め
ん
が
潟
め
に
あ
ら
ゆ
る
共
息
子
の
助
を
借
'
り
て
自
己
の
混
入
怖
を
開
拓
せ
ん
と
じ
な

危
険
を
四
日
す
げ
と
を
d
u
訟
と
せ
な
か
っ
大
o
h
椛
カ
の
斜
め
に
然
し
な
が
ら
若
い
息
子
の
込
ル
ハ
ル
ト
は
其
母
の
換
期
ず

は
最
愛
の
対
人
の
幸
一
加
を
M
U
犠
牲
ー
に
し
大
。
然
る
仁
友
の
る
検
な
天
才
で
唱
な
J

け
れ
ば
、
尖
の
期
待
し
た
如
営
事
務

嫉
妬
よ
1

り
し
て
彼
の
計
設
は
悉
く
水
抱
と
治
へ
て
彼
は
五
一
家
で
ρ
も
な
か
っ
食
品
瀕
死
の
恩
人
を
慰
め
て
淋
し
い
生
活

年
間
格
律
の
命

b
t獄
合
に
苦
吟
し
、
一
具
に
八
年
間
白
ら
一
を
怒
ら
ん
と
唱
し
な
か
っ
セ
。
彼
紘
一
一
一
十
女
の
美
し
い
ウ

蝕
ん
で
我
が
一
室
に
幽
聞
の
生
涯
を
怒
っ
セ
o

彼
は
最
早
…
イ
ル
ト
ン
夫
人
と
予
を
携
ヘ
て
一
一
一
人
を
跡
仁
残
し
て
成
い

現
資
の
世
界
の
人
，
で
は
な
か
っ
犬
、
唯
、
だ
夢
に
結
合
)
淡
を
一
白
由
な
天
地
に
出
議
し
大
。
お
い
m力
拡
査
部
将
来
を
去
慮

希
削
誌
に
前
を
る
の
み
で
あ
る
。
戸
を
叩
く
搬
M

が
彼
の
耳
に
一
喝
す
る
乙
之
が
な
い
o

唯
だ
現
在
に
換
し
い
生
を
絡
ま
ん
ζ

入
つ
校
時
、
砂
日
て
彼
を
凡
楽
て
、
従
事
業
以
再
び
彼
の
手
腕
一
と
宮
駅
ふ
の
み
で
あ
る
o

尖
悲
母
宅
問
川
あ
る
叔
母
ば
終
行

を
必
要
と
し
て
彼
を
遡
へ
ん
が
潟
め
に
来
つ
従
者
と
遮
断
…
彼
を
所
有
す
る
乙
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
昂
然
と
し
て
威
儀
を
作
る
彼
を
舞
査
に
見
校
時
、
五
日
人
…
而
じ
て
二
十
三
の
男
を
伊
ふ
て
腕
落
た
す
る
一
一
一
十
才
の

は
一
積
間
ふ
可
ら
診
る
陵
除
の
戚
仁
打
、
叱
れ
た
。
一
女
が
真
に
若
い
娘
の
プ
リ
イ
ダ
、
プ
オ
ル
ダ
ル
を
遮
れ
て

森
殿
な
る
賢
母
は
青
春
の
息
子
宏
一
個
の
偶
像
と
税
b
一
行
く
危
険
を
男
の
舟
山
川
柳
つ
文
時
、
女
は
占
一
口
下
に
平
然
之

、
犬
、
自
分
勝
手
仁
尖
の
不
名
容
を
掩
ふ
可
を
一
大
光
腕
を
…
し
て
h

h

巧
v
g
T
E
3
2
仏O
ロ
3え
は
μ
s
o
l
t
g
仏

7
ぐ山岳

後
現
す
可
を
唱
の
と
硲
〈
信
b
て
ゐ
化
。
俊
し
き
叔
停
は
一
三
日
l
巴
μ
巾

口

山

内

三

}

}

げ

叩

け

O

吋ロ
ω
げ

o
p
S
μ
け

MMOw-
，勺
00叶

彼
を
以
て
唯
一
の
慰
安
の

H
的
と
税
b
北
、
彼
女
は
幾
子
一
注
目
O

F

任
。
ロ
日
仏
}
ぷ
〈
印

8
3
0
0口
叩

け

O
同

μ
ロ
g
n
r
4
0ロコ

告
な
さ
彼
女
の
依
命
宮
共
愛
甥
FCm
共
に
怠
ら
ん
と
期
し
大
之
答
ヘ
食
。
劇
場
の
一
一
一
階
一
に
附
取
っ
士
若
い
青
年
準
生
の

而
し
て
倣
伴
な
る
劣
は
彼
を
以
て
一
仰
の
助
手
L
乙
税
b
k

一
際
は
此
時
主
催
者
の
制
止
を
号
忘
れ
て
敵
志
の
拍
手
に

彼
は
無
銭
の
問
に
徒
費
し
犬
十
三
年
の
生
活
の
後
、
再
ぴ
場
内
を
騒
が
し
た
。
彼
等
港
、
我
が
訟
を
得
た
る
新
時
代
の

四
九
凡

‘ 

ノ

/， 
______.. 6t J 

婦
人
に
段
援

pu胤
ハ
ヘ
、
党
の
で
あ
る
J

百
二
十
年
の
交
ロ

y
ド
プ
ロ
ヅ
グ
と
料
名
3
れ
た
J

プ
イ
グ

新
し
を
時
代
の
制
子
の
関
係
、
新
し
を
時
代
の
男
女
の
、
不
J

プ
ス
の
接
待
を
以
て
復
活
せ
ら
れ
、
同
港
後
布
の
後
凡

閥
係
以
絡
に
斯
く
住
る
可
を
そ
の
/
?
?
?
加
。
鳴
呼
イ
J

ノ
そ
レ
七
十
年
ロ
!
ツ
ロ
ー
は
其
人
民
を
師
ゐ
て
ノ
ル
マ
eyJγ

セ
Y

は
恐
し
を
問
題
ル
マ
一
一
枇
食
に
提
供
し
校
、
自
由
劇
場
は

v
i
に
入
I

り
此
所
に
陪
審
裁
列
を
務
入
し
ζ

れ
を
小
事
件
の

恐
し
さ
椀
劇
を
誠
す
が
て
世
に
向
ふ
北
。
一
裁
判
刈
仁
趨
用
し
北
、
而
し
て
ノ
ル
マ
ン
人
は
瓦
に
英
側
仁

〉
民
1

彰

O
E
L
一定

;J

…
同
制
度
を
移
植
す
る
に
資
つ
北
の
で
あ
る
。
優
勝
氏
校
た

f
L
F
2
4
H
H
D
-〈
正
式
/
t

(

』

d

…
ゐ
ノ
ル
マ
ン
人
以
郎
も
サ
グ
サ
ジ
の
セ
グ
タ
ト
!
ル
ス
の

防
諜
制
度
を
一
世
闘
に
輸
入
し
て
以
て
裁
剣
の
川
公
平
を
計
一
制
度
に
代
へ
て
放
闘
の
ず
さ
ア
ト
i
ル
ス
の
制
度
を
以
て

る
可
し
と
の
扱
議
が
政
友
舎
に
印
刷
す
る
締
謎
士
、
連
中
の
間
…
せ
ん
と
努
め
大
o

而
し
て
英
腕
仁
於
て
初
め
て
階
寝
ψ
れら

が
ら
却
っ
て
件
以

W
一
枇
合
放
に
立
絵
部
を
賑
す
可
A
C
J

紺
問
題
…
し
い
唱
の
h

表
れ
大
の
は
ウ
イ
リ
ヤ
ム
勝
王
の
御
宇
仁
ロ

ーし匁(ノ、…ぃ
tom
附
し
て
政
友
曾
の
…
部
が
阿
制
度
の
一
世
闘
の
…

j
γ

ぷ
ス
タ
!
の
僧
正
が
シ
〆
ル
ア
士
一
方
の
常
事
者
と

波
放
に
於
て
緩
め
て
必
要
な
る
乙
と
を
一
万
免
ず
る
仁
ま
っ
し
、
花
地
所
問
題
J
?
の
る
。
此
制
皮
は
其
後
ヘ
ン
リ
i
……除

、党

-Jm抜
の
動
機
拡
本
年
間
合
仁
Mm
ず
る
多
数
の
代
治
士
が
の
時
代
に
去
っ
て
一
般
に
安
施
せ
ら
ゐ
t
h

様
に
匁
つ
大
が

砂
続
長
枕
訟
官
鶴
怯
及
び
出
場
泌
等
の
訪
問
問
に
座
し
て
然
し
今
日
仁
於
て
は
本
家
本
一
万
食
る
欧
洲
諸
闘
で

3
ヘ
H
U

拘
引
せ
ら
れ
、
共
政
友
た
る
幾
多
の
的
州
議
士
が
熱
必
に
蹄
主
勢
容
の
多
を
に
替
み
、
唯
だ
右
京
の
的
性
に
依
っ
て
持

訟
に
努
め
大
み
に
拘
ら
歩
被
告
等
に
鈎
す
る
剣
決
は
極
め
続
せ
ら
れ
つ
1
h

あ
る
--g
の
で
ゐ
ゐ
o

内
部
の
腐
敗
し
大
政

て
峨
酷
な
ん
し
事
武
仁
ゐ
1

り
と
体
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
陪
審
友
合
中
仁
徽
の
生
へ
た
mm務
制
度
調
査
の
議
が
出
北
の
も

裁
剣
の
制
皮
拡
大
古
ス
カ
Y
A
ア
ネ
イ
ノ
イ
ア
ン
人
の
附
仁
後
頗
る
興
味
あ
る
仏
凡
夫
初
で
あ
る
。

ぬ
生
し
、
式
後
長
く
安
施
せ
ら
れ
歩
仁
居
つ
大
の
を
紀
元
八

静

同
丸
丸

( i 

‘ 



nj! 

評

五
0
0

ヲ4

に
怒
し
を
相
遼
の
存
す
る
が
治
め
で
あ
る
。
商
慣
習
が
滋

歩
し
て
件
間
交
が
北
日
の
僚
に
修
正
ぜ
ら
れ
や
ノ
し
て
残
つ
な
が

い
此
波
文
ソ
心
情
の
は
感
制
改
革
案
の
前
総
で
あ
る
。
本
月
識
は

J

米
だ
溌
漣
せ
ぬ
管
際
の
商
業
に
滋
歩
し
た
決
律
上
の

十
凶
日
感
制
仰
究
令
は
式
総
合
乞
感
士
合
に
悶
号
門
戸
を
…
別
論
を
諮
問
せ
ん
と
す
リ
-OKJの
る
わ
、
二
者
必
中

JI、
一
に

慈
し
て
二
十
m
m
u仰
の
合
員
一
以
静
に
す
ど
集
め
て
同
問
題
の
一
基
く
も
の
で
あ
る
。
同
家
法
典
の
制
定
叉
は
政
一
止
に
際
し

解
決
を
鴻
殺
し
大
と
の
乙
1

乙
で
あ
る
が
ー
恐
ら
く
仰
壮
語
…
て
は
従
に
さ
比
一
案
を
遮
M
g
、
タ
一
一
叫
に
外
岡
一
議
の
懇
陣
営
行

つ
セ
名
案
を
号
待
、
山
中
/
I
U

て
絞
っ

-vcr・
-
、
想
像
す
る
。
況
日
…
ふ
の
必
要
金
認
め
な
い
o

仔
細
に
管
際
の
向
精
JT調
査
し

が
康
総
裁
部
は
は
・
く
よ
ー
り
一
似
の
感
制
を
設
定
し
て
其
効
…
て
乙
れ
?
と
癒
合
す
可
営
完
会
な
る
件
前
山
県
の
後
布
と
そ
段
、
.ψ
品

川
永
堂
、
江
湖
に
誇
っ
て
ゐ
る
。
小
鼠
…
ム
ハ
ケ
年
中
事
五
ヶ
年
而
一
し
を
次
第
/
で
あ
る
。
五
日
人
は
此
紡
よ

b
し
て
今
期
の
議
脅

し
て
二
ヶ
年
の
高
等
中
阜
、
乞
履
修
じ
て
一
ニ
ヶ
年
の
大
峰
、
仁
…
仁
…
抗
出
せ
ら
み
可
営
約
束
怠
ら
し
商
法
改
正
案
の
短
期
説

法
判
ず
る
の
仕
組
-
即
も
是
，
で
み
る
o

而
し
て
究
部
蛍
局
者
…
に
賛
成
す
る
者
で
あ
る
o

に
し
て
一
見
[
白
山
放
径
の
態
皮
を
取
B

台

、

杓

子

定

規

の

拘

…

コ

女

事

主

と

っ

可

ら

、

リ

ふ

事

長

野
-~λ
ゎ
、
鹿
熔
務
部
品
‘
紘
一

mm善
美

な

る

禁

制

改

一

仁

2
4』
ノ

』

可

す

JJL

京
の
山
県
絡
を
示
し
て
号
が
教
育
界
-K殺
ゆ
る
と
と
が
問
来
…
女
率
生
の
風
紀
問
題
復
活
び
と
し
を
ら
院
し
く
な
っ
て

る

ι笠
恥
ノ
る
の
で
あ
る
o

…
所
諮
っ
可
ら
歩
訓
し
な
る
も
の
が
各
所
に
表
れ
た
o
五
日
入
拡

γ此
際
消
秘
的
に
「
可
ら
・
一
少
し
を
唱
道
す
る
よ
-O
悲
惨
ろ
積
極

的
に
つ
飢
に
交
っ
て
赤
く
な
ら
ぬ
人
限
品
質
な
る
意
志
を
養
成

す
る
乙

2.が
肝
要
で
あ
る
よ
」
思
惟
す
る
。
表
に
一
1

可
ら
お
ノ

訓

L
P
-逐
俄
殿
守
す
る
風
を
粧
ふ
て
端
然
ょ
に
構
へ
て
経
る

。
率
制
改
革
案
の
解
決
難

メ ~..:.~~~\iE轟、:

。
一
商
法
改
正
案
提
出
の
延
期
説

現
今
商
業
に
従
事
し
っ
、
あ
る
者
の
問
仁
商
法
研
究
の

必
要
緊
拐
な
る
は
安
際
の
商
慣
習
と
商
法
の
州
支
と
の
問

¥， d 

婦
人
の
裏
聞
と
そ
却
っ
て
疑
し
い
が
も
の
で
あ
る
。
女
は
最
ふ
。
先
生
は
日
本
の
人
で
宅
世
界
の
人
で
唱
な
い
。
先
生

母
自
ら
粧
ふ
に
巧
な
る
刃
も
の
で
ゐ
る
。
ポ
ヅ
カ
チ
オ
の
前
は
慶
応
義
紘
一
の
専
有
物
/
だ
あ
る
。
溺
ん
慶
応
義
艶
に
感
ん

つ
北
如
く
「
女
の
層
拡
月
の
四
の
如
く
に
何
度
接
吻
を
受
、
だ
告
の

h
a先
生
を
遇
b
て
ミ
ル
や
ス
ペ

Y

サ
ー
や
ウ
オ

け
て
宅
麗
し
く
照
い
て
学
防
の
汚
貼
を
も
止
め
な
い
唱
の
一
ヵ
ー
や
チ
ン
ダ
ル
や
汚
歪
ヘ
ル
ム
ホ
ル

y
が
活
き
て
数
知

・
で
あ
る
し
。
っ
可
ら
ヂ
訓
し
は
到
底
姉
人
の
節
操
に
掩
ぴ
わ
k
h

…
に
立
つ
を
視
る
を
得
、
花
。
然
る
に
今
や
先
生
な
し
。
慶
応

る
畿
一
容
を
除
を
去
る
て
t
し
を
得
な
い
。
…
義
弘
一
は
長
ヘ
に
其
…
大
賢
授
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

コ

賓

野

忠

弘

主

つ

目

隠

哲

一

(

十

二

月

十

九

日

稿

)

(
;
H
3
f
f
-
L
1
1
i

…
 

鹿
勝
義
的
問
的
略
報
十
ご
月
銃
所
載
須
田
辰
次
部
氏
の
寸
故
…

浅
野
定
一
四
郎
氏
し
を
誕
ん
で
つ
償
野
氏
は
昨
年
二
月
病
気
に
…

mmら
れ
〈
以
来
、
奥
様
や
子
供
衆
の
名
前
は
忘
れ
、
御
P

臼
…

八
万
の
姓
名
3
ヘ
犯
す
す
る
乙
と
の
出
来
な
い
や
う
に
な
ら
れ
一

-
果
、
唯
、
だ
編
線
先
生
、
I
L
一
ま
だ
け
は
脅
て
忘
れ
た
と
と
一

な
く
滞
f

り
な
く
後
一
品
目
せ
ら
れ
、
小
幡
先
生
の
事
を
次
の
先
一

生
と
云
は
れ
て
居
っ
た
し
云
々
の
一
段
に
去
っ
花
時
、
唯
一

だ
仰
と
は
な
し
に
淡
の
降
る
を
紘
一
品
ホ
ノ
る
乙
ー
し
が
出
来
な
か
一

つ
食
。
一
板
野
先
生
、
が
小
幡
先
生
を
次
の
先
生
I
C
呼
ば
れ
た

る
如
く
、
寄
人
は
滋
野
先
生
を
慶
応
義
部
に
於
け
る
つ
第
三

%
の
先
生
し
と
呼
ん
で
永
く
異
人
格
を
必
に
銘
b
吹
い
と
瓜

h占
リ

静

五
O
M

l 
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